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愛拶を通した達成感・
自己肯定感の育成

・児童・生徒・教職員による「朝の
（スマイルアクション）グリーティン
グ（SAG）」の実施
・児童会と生徒会を中心とした小中学
校の交流機会の設定。

中学生に（アクションをつ
けて笑顔で）愛拶ができた
と実感できた児童

45 32.5 36.2 80 B

○中学生への挨拶については，７月よりも
3.7ポイント上昇した。アンケートでは中
学生と会わなかったと回答した児童が
20.2％いる中で上昇したことは良い結果
であると考える。特に小中合同の取組の機
会が増えたことにより，児童と生徒の距離
も縮まっていると考える。また，ええじゃ
んお披露目会や小中音楽コンクールお披露
目会など，お互いに刺激を与える取組は効
果が大きい。また，小中合同避難訓練も一
緒に行うことで，一緒に生活していること
をより強く感じることができた。課題とし
ては，中学校からのアプローチが殆どで，
総学校からの提案が弱い。最後の1年間，
中学校との交流を小学校からも提案してい
く。

○

○学校経営目標に対して数値等により適正に分析されて
おり，課題の整理がなされている。

○目標の設定次第で自己評価は変わる。学校としての積
極性は理解できるが，数値に拘らずもう少し成果をア
ピールしても良いのではないか。

○中学生への挨拶については，今後も継続してい
く。なかなか挨拶する場面が少ない状況である
が，小中の交流の場を増やし，児童生徒の人間関
係を構築していけるようにしたい。具体的には児
童会と生徒会など，子ども同士の交流が深まるよ
うな部分からかかわりをもち，行事などで交流が
図れるようにする。

○今年度実施した小中の交流を継続すると共に，
日常的な交流の場として清掃活動を一定期間児童
生徒一緒に行うことができるような活動を仕組ん
でいく。

令和５年度　学校評価表

学校教育目標 確かな学力を身に付け，心豊かにたくましく，ともに学ぶ児童の育成　～１５０年分の感謝を込めて！チーム・笑顔・挨拶～

a 　ミッション 〇　小中連携教育を通した主体性・協働性を育む教育の推進 a 　ビジョン
◯　「自ら学ぶ子」「ともに学ぶ子」を育てる学校
◯　通ってよかった・通わせてよかったと実感できる安心・安全な学校
◯　児童が憧れ頼れる教職員を育成する学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標
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「主体的な学び」を
促す授業づくりを進
め，基礎学力の定着
と思考力・判断力・
表現力の育成を図
る。

主体的に学ぶ力の育成

○算数科を中心に「ほめ」と「対話」の
ある授業を実践する。
・算数的な見方・考え方をほめる。
・主体的な態度をほめる。
・児童同士の関わりのある場を設ける。

○学期末のテストと学期末実
力テストにおいて，クラスの
平均点を，目標値（学期末テ
スト：低学年９０％・高学年
８０％以上，学期末実力テス
ト：低学年８５％・高学年７
５％以上）にする。
○標準学力調査（１２月）に
おいて，クラスの平均点を全
国平均以上にする。
○主体性に関するアンケート
を，目標値以上（４段階評価
の内，３以上の評価をした児
童８０％以上）

＜学期末テスト＞
１年生：９０
２年生：９０
３年生：９０
４年生：８０
５年生：８０
６年生：８０

学校合計　５１０

＜実力テスト＞
１年生：８５
２年生：８５
３年生：８５
４年生：７５
５年生：７５
６年生：７５

学校合計　４８０

＜標準学力調査＞
１年生：78.2
２年生：73.1
３年生：69.9
４年生：64.8
５年生：58.3
６年生：73.8

学校合計　418.1

＜主体性に関するアン
ケート＞

４段階評価の内，３以上
の評価をした児童８０％

以上

アンケート自己
評価結果：８５

理由記述と行動
観察：５０

＜学期末テスト＞
１年生：88
２年生：94

３年生：92.5
４年生：85.5
５年生：76.3
６年生：90

学校合計　526.3

＜実力テスト＞
１年生：73.7
２年生：82.3
３年生：75.5
４年生：74.4
５年生：70.5
６年生：79.6

学校合計　456

＜標準学力調査＞
12月実施

＜主体性に関するアンケー
ト＞

４段階評価の内，３以上の
評価をした児童81.9％

＜学期末テスト＞
１年生：92.7
２年生：85.9
３年生：94.8
４年生：85.5
５年生：79.4
６年生：87.2

学校合計　525.5

＜実力テスト＞
１年生：68.9
２年生：77

３年生：83.1
４年生：69.3
５年生：69.9
６年生：77.7

学校合計 445.9

＜標準学力調査＞
１年生：81.6
２年生：74.6
３年生：76.5
４年生：65.6
５年生：61.8
６年生：77.0

学校合計 437.1

＜主体性に関するアンケー
ト＞

４段階評価の内，３以上の
評価をした児童79.8％
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○学期末テストにおいて，６学年中4学年
が学期内に付けなければいけない基礎力を
付けていることが分かる。しかし，既習の
内容が定着しておらず，当該学年の内容を
解くことに苦手を感じている児童もいるこ
とが課題である。実力テストのように問題
数が増えたり視覚支援となる情報が減った
りすると，問題を正しく捉えることができ
なくなることも課題である。

○主体性に関するアンケートでは，低・中
学年は肯定的評価が８０％を超えている。
高学年は肯定的評価の平均が68.9％と
なっており，特に「算数の学習が好きか」
「算数の学習に自信があるか」の項目につ
いて数値が低かった。児童の困り感や課題
と感じている部分を適切に把握・共有し，
算数科の「ほめどころ」のみならず全体的
にしっかりほめきることができていないこ
とに課題がある。

○

○学校経営目標に対して数値等により適正に分析されて
おり，課題の整理がなされている。

○目標の設定次第で自己評価は変わる。学校としての積
極性は理解できるが，数値に拘らずもう少し成果をア
ピールしても良いのではないか。

○学期末テストと実力テストの７月と１月の比較により
３学年の伸びが見られる。３学年の取組の成果を学校全
体としての財産にして欲しいと考える。

○クラスの児童が２０名以下になるとクラスの平均値に
児童１人あたりの影響がとても大きくなるため，学年全
体（クラス全体）よりも個別のデータの伸び率にスポッ
トを当てても良いのではないか。

○学力調査が全学年平均より高いことはすごいことで有
る。日頃の指導もそうであるが，子供が落ち着いている
からできていると思う。

○教育委員会は２年生がキーとなる学年であると捉えて
いるが，２年生が若干気になる。また，国語については
音読に取り組んで欲しい。

○引き続きほめる授業を徹底することで，児童が
算数科に自信をもって学べる授業を目指す。ま
た，個の力がどれだけ伸びたかも分かるように，
学年全体を見る評価指標だけでなく，観点別達成
値６５％未満の児童を０％にするという評価指標
を設定するなどして，分析できるようにしてい
く。

○児童同士の対話が生まれるような問いを意識す
ることで，自分の考えを表出できる児童を増や
し，表出できたことをしっかりほめることで，対
話のサイクルが生まれるようにしていく。

○既習事項をきちんと身に付け，それを活用でき
るように基礎的な内容をやりきらせる部分と，対
話を通して深める部分を単元を通して分析し，力
が付くように授業改善を図る。

○問題を正しく捉える力をつけるために，国語科
で学年ごとに付けるべき力についても職員間での
共有し，読む・聞く・話す・書く力の向上を図
る。

豊
か
な
心
と
体
の
育
成

対話を通したコミュニケー
ション能力の育成

○「久保のこだわり」を実践する。
※「久保のこだわり」とは，ていねいな
言葉遣いについて指標に表したものであ
る。
○児童の実態に合わせて課題意識を喚起
し「久保のこだわり」の価値や意味につ
いて考えさせ,指導を徹底する。
・アンケートの実施
・挨拶に対する自己評価とその理由の共
有
・挨拶見える化運動の掲示

○アンケートで肯定的な回答
をした児童の割合
・肯定的な回答をした児童数
÷全校児童数×100

○理由の記述や行動観察から

肯定的に評価できる児童の割
合
・肯定的評価の児童数÷全校
児童数×100

課題克服
・長座体前屈

35.3
・握力
21.9

・50m走
23.4
・全体
25.0

アンケート
84.6

アンケート自己
評価結果：７８

理由記述と行動
観察：55.5

アンケート自己
評価結果：８０

理由記述と行
動:65.6

94

131
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○「久保のこだわり」アンケートによる児
童の自己評価は，７つの質問に対する肯定
的な回答は平均すると80％であった。言
葉づかいやあいさつに関してはどの質問も
ほぼ90％以上の肯定的評価であったのに
対し，中学生に対するあいさつに関する質
問は肯定的評価が35％と他に比べて圧倒
的に低かった。中学生との交流の機会やあ
いさつキャンペーンなどで中学校との距離
を縮めてきたが，これからさらに取組を進
める必要がある。

○「久保のこだわり」に対する記述や行動
を教員が見取り分析した結果，肯定的に評
価できる児童は65％以上であった。ただ
元気よくあいさつをするだけでなく，その
価値を感じながら行動していた児童が増え
た。児童の記述には「あいさつの輪を広げ
ていきたい」「大きな声であいさつをする
と，自分も相手も元気になった」「人を見
かけたら先手必勝であいさつをするように
なった」「言葉づかいを使い分けることを
意識するようになった」などの記述が見ら
れた。

○学校経営目標に対して数値等により適正に分析されて
おり，課題の整理がなされている。

○目標の設定次第で自己評価は変わる。学校としての積
極性は理解できるが，数値に拘らずもう少し成果をア
ピールしても良いのではないか。

○久保のこだわりに大変共感している。しかし，６年生
の「自分にはいいところがある」が２９．４％というの
はなぜなのか気になる。

○丁寧な言葉遣いで校長が表彰を行っていることが子供
達の意欲や励みになっていると思われる。このような取
組が落ち着いた学校生活につながり，いろいろな面で効
果をあげていることにつながっている。

○「久保のこだわり」として取り組んできたあい
さつ・返事・言葉遣いは落ち着いた学校風土の醸
成のため，継続して取り組む。その中で，児童会
を中心として児童発信での啓発活動が行えるよう
働きかけ，児童自身がその意味や価値を語れるよ
うに，そしてそれがさらなる定着につながるよう
にしていく。

○目標の設定を再考する。アンケート結果などの
量的側面と，児童の具体的な行動や発言，記述な
どの質的な側面の両面から目標を設定する。例え
ば，アンケート結果では目標とする数値を，児童
の行動や発言では，理想とする姿と児童の実態を
比較して評価し，目標達成の指標とする。

自己の体力を伸ばす子供の
育成

○新体力テストの結果から自らの課題を
見いだし，課題克服に向けたトレーニン
グを行う。
・新体力テストの結果から、本校の課題
である「長座体前屈」「握力」「５０ｍ
走」に絞り，その中から自分の課題が何
かに気付く。
・体育の授業開始時に，各自の課題克服
のためのトレーニングを行う。
※１２月，課題種目に関しての新体力テ
ストを行い，成果を見取る。
○運動好きの児童を増やすための授業を
実践する。
・体育授業において，主運動の時間を30
分以上確保する。
・運動に関するアンケートを実施する。

○第２回目の測定において，
課題種目に関して，第１回目
測定の数値から以下のパーセ
ンテージ分記録が伸びた児童
の割合。
・「長座体前屈」…　７％
・「握力」　　　…１５％
・「５０ｍ走」　…　５％

○アンケート
「体を動かすことは好き
だ。」

課題克服
80

アンケート
８５

課題克服
２学期より実施

アンケート
86.3

○学校経営目標に対して数値等により適正に分析されて
おり，課題の整理がなされている。

○目標の設定次第で自己評価は変わる。学校としての積
極性は理解できるが，数値に拘らずもう少し成果をア
ピールしても良いのではないか。

○くぼリンピック，なわとびなど，先生も一緒になって
行っていることが良い。「体を動かすことが好き」と答
えた児童の割合９９．５％は他校に例を見ない数値であ
ると思う。

○新体力テストの課題を克服するために，次年度
の新体力テスト実施まで，「長座体前屈」「握
力」「５０ｍ走」のパワーアップトレーニングを
継続する。

○課題設定した種目について，令和５年度と令和
６年度の新体力テストの数値を比較し，トレーニ
ングの検証を行うとともに，ＩＰＵ環太平洋大学
と連携し，トレーニングの見直しと改善を図る。

○年度当初に，パワーアップトレーニングの方法
について，実技を伴う研修を計画し，職員に周知
徹底を行う。

○「運動が好き」「運動が得意」と感じられる児
童を増 やすために，体育授業における主運動の時
間を３０分以上確保できるようにし，運動量を確
保することにより，運動技能を身に付けさせ，で
きる喜びを味合わせる。

○引き続きアンケートを実施し，状況を把握し改
善に努める。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからない。
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○課題克服トレーニング
・「握力」については，２年生以上の学年
では，87.5％の児童で記録が伸びてい
た。
・４月の測定値を上回った児童は60%に
達していた。しかし，各課題種目の目標値
を達成できた児童は，25.9％に留まっ
た。
・トレーニングの実施期間が９月～１２月
と短かったこと，職員への周知が徹底して
おらず，トレーニングへの理解が十分でな
かったことが課題として考えられる。

○アンケート
・対象項目の結果について，ほぼ目標値を
達成することができた。体育授業におい
て，主運動の時間を十分に確保したことに
より，目標に向かって充実した練習を行う
ことができた。また，「ほめる・認める」
ことにより，児童の自己肯定感が高まった
のではないかと考えられる。

○

様式1

久保中学校とともに


